
















緒言 

近年の白血病治療法の進歩とともに,小児白血病の長期生存例は著しく増加している。とく

に,小児急性リンパ性白血病(ALL)の治療はグループ・スタディーで行なわれるようになり

,5 年以上生存率は 50～60%と,秀れた治療成績があげられている。 

これらのグループ・スタディによる治療は,詳細なマニュアル(計画書)に沿ったプロトコー

ルによって行なわれ,その治療成績は,予後要因による治療法の選択,治療効果の判定基準,

脱落または中断の規定とそれらのデータの取り扱い方により異なってくる。すなわち,初回

寛解導入不成功例やプロトコール通りに治療できなかった症例は脱落として取り扱われる

。その結果,質の良い症例のみが対象となり,治療成績が向上することになる。 

今回,小児白血病の長期生存率の検討を試みた目的は,我々の施設を受診し治療を試みた全

ての白血病の,現実での長期生存率の実態を知ることにある。 


